
C.保存データの閲覧

初回のみ、アプリを起動すると下記画面が表示されます。指示に従って設定してください。

❶アプリを起動してください。

❷各画面で指示に従って設定してください。 　※スマートフォン・タブレット側で設定する必要があります。

❶Qubii EXの内容を確認したい場合は基本画面で右図を選択
してください。

❸本製品の取扱説明書「4.バックアップをとる方法」を参考に
　機器と接続してください。

下図のようなメッセージが表示される場合は指示に従い更新を行ってください。

❹「バックアップ」を選択して自動バックアップの設定を行ってください。

本製品とスマートフォン・タブレットを
接続しても画面が変わらない場合は
もう一度接続し直してください。

❷Qubii EXの内容が表示されるので選択して確認してください。 ※下記は一例です。

■アルバム一覧画面

選択

表示切替え表示切替え

■ファイル一覧画面（アイコン表示）

■ファイル編集画面 ■ファイル詳細画面

■ファイル表示画面（ファイル名表示）

写真の作成された年・月・日の順に並べます。1

ファイルの表示方法を変更します。2

ファイルのキーワード検索ができます。3

ファイル名・ファイル種類・ファイルサイズで
ソートできます。

4

アルバムを削除します。6

一覧画面に戻ります。7

ファイルサイズ・撮影日時などの詳細が確認できます。8

編集画面に切替えてファイルの削除などができます。5

■ファイル編集画面…送信したいファイルを選択し、　  をタップし、送信先を選択してファイルを送ります。
　　　　　　　　　 (メール・LINEなど)送信するファイルは1つしか選択できません。
■ファイル詳細画面…送信先を選択して選択しているファイルを送ります。(メール・LINEなど)

9
ファイルをSNSへ送信する9

■ファイル編集画面…削除したいファイルを選択し、　  をタップしQubii EX上から削除します。
■ファイル詳細画面…選択しているファイルをQubii EX上から削除します。

10
ファイルを削除する10

■ファイル編集画面…復元したいファイルを選択し、　  をタップすると復元が行われます。
　　　　　　　　　 ファイルは複数選択可能です。
■ファイル詳細画面…選択しているファイルをスマートフォン・タブレットへ復元します。

11

ファイルをスマートフォン・タブレットへ復元する11

右図のような
メッセージが
表示される場合は、
「このUSBアクセサリに
デフォルトで使用する」
にチェックを入れて、
「OK」を押してください。

B.基本画面

初期設定後、起動すると下画面が表示されます。

●Qubii EXの中身を確認するには、本製品とスマートフォン・タブ
レットをケーブルで接続する必要があります。
●初期設定完了後、次回から充電するたびに自動バックアップが
始まります。
　※「設定」から自動バックアップの解除も可能です。

F.設定

C.保存データの閲覧
Qubii EX内のデータを確認できます。
ファイルの削除・機器への復元・SNSへの転送が可能です。

ロック機能

D.バックアップをとる
選択すると全項目のバックアップが始まります。
（スマートフォン・タブレット→Qubii EX）
設定からどの項目をバックアップするか選択できます。
一度バックアップを行っている場合は追加された項目のみ
バックアップされます。

E.復元する
選択するとアルバムごとにファイルの復元ができます。
（Qubii EX→スマートフォン・タブレット）
※個別のファイルの復元はできません。

Qubii EXの容量

A.初期設定 初回のみ

2

5 5

8
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4

6

9 910 1011 117

7

選択
■アルバム編集画面

選択

選択

選択

1 3

5

バックアップメモリQubiiEX 専用アプリ「Qubii Pro」取扱説明書 600-IPLBCシリーズ

 Android

※画像はスマートフォンですが、タブレットでも同じ操作をしてください。 ※ご使用の環境により表示画面は異なる場合があります。

はじめに専用アプリ「Qubii Pro」をインストールしてください。
※詳しくは弊社ホームページの製品ページ、または同梱されている取扱説明書をご確認ください。



D.バックアップをとる（スマートフォン・タブレット→Qubii EX）

F.設定

基本画面で右図を選択するとスマートフォン・タブレット内の
データのバックアップが開始されます。

基本画面から設定アイコンを選択すると
右画面が出ます。

個別のファイルの
復元はできません。

●設定でバックアップをとる項目は選択できますが、個別のファイルやアルバムの選択はできません。
写真/ビデオ、連絡先、Facebookの項目から選択できます。

●Facebookの画像は各サイトから画像をダウンロードして保存するので通信料がかかります。
●バックアップをとる場合はWi-Fiでの接続を推奨します。

アプリのバージョンです。

キャッシュを消去します。

Qubii EXを
フォーマットします。

本製品ではサポートしません。

アプリロック
Qubii Proを起動する際に
パスワードを設定できます。

E.復元する（Qubii EX→スマートフォン・タブレット）

❶Qubii EX内にあるバックアップデータを
　スマートフォン・タブレットへ復元したい場合は
　基本画面で右図を選択してください。

❷復元したいアルバムを選択して復元してください。

a

b

c

d

e

バックアップする項目a

バックアップする項目について設定できます。
バックアップしたい項目を選んでください。

バックアップ開始時間b

バックアップの開始時間を設定できます。バック
アップを開始したい時間を選択してください。

Qubiiを信頼するe

「Qubiiを信頼しました」を選択するとバックアップをとることができます。
「Qubiiを信頼しない」にするとQubii Proへの自動バックアップは行われ
ません。自動バックアップをしたい場合は「Qubiiを信頼しました」を選択
してください。

通知c

バックアップの進捗状況を通知する時間を選択
できます。

バックアップ情報d

バックアップの情報を確認できます。

選択

ver.1.0

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1 TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381
CE/AC/NS

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。
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